
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
四
百
十
六
号

奄
美
群
島
の
復
帰
に
伴
う
労
働
省
関
係
法
令
の
適
用
の
暫
定
措
置
等
に
関
す
る
政
令
　
抄

内
閣
は
、
奄
美
群
島
の
復
帰
に
伴
う
法
令
の
適
用
の
暫
定
措
置
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百

六
十
七
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
労
働
基
準
法
の
適
用
の
暫
定
措
置
等
）

第
一
条
　
奄
美
群
島
の
復
帰
に
伴
う
法
令
の
適
用
の
暫
定
措
置
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施

行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
労
働
者
の
貯
蓄
金
を
そ
の
委
託
を
受
け
て
管
理
し
て
い
る
使
用
者
は
、
労
働

基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
の
施
行
の
日
か
ら

百
八
十
日
間
は
、
引
き
続
き
そ
の
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
労
働
基
準
法
第
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
貯

蓄
金
の
管
理
を
す
る
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
使
用
者
が
労
働
基
準
法
（
千
九
百
五
十
三
年
立
法
第
四
十
四
号
。

以
下
「
琉
球
労
働
基
準
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
二
項
但
書
、
第
四
十
二
条
第
三
号
、
第
五
十
七
条
第
二

項
又
は
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
法
の
施
行
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働
基

準
法
第
三
十
四
条
第
二
項
但
書
、
第
四
十
一
条
第
三
号
、
第
五
十
六
条
第
二
項
又
は
第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
使
用
者
が
琉
球
労
働
基
準
法
第
三
十
七
条
、
第
八
十
七
条
第
一
項

又
は
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
場
合
は
、
法
の
施
行
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働
基
準
法

第
三
十
六
条
、
第
八
十
九
条
第
一
項
又
は
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
労
働
基
準
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
械
及
び
器
具
に

相
当
す
る
機
械
及
び
器
具
を
設
置
し
て
い
る
使
用
者
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
百
八
十
日
以
内
に
同
項
に
規
定
す

る
必
要
な
規
格
又
は
安
全
装
置
を
具
備
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
後
は
、
当
該
機
械
及
び
器
具
を
使
用
し

て
は
な
ら
な
い
。

６
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
労
働
基
準
法
第
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
械
及
び
器
具
に

相
当
す
る
機
械
及
び
器
具
を
設
置
し
て
い
る
使
用
者
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
百
八
十
日
以
内
に
行
政
官
庁
の
認

可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
後
は
、
当
該
機
械
及
び
器
具
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

７
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
使
用
者
が
琉
球
労
働
基
準
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

認
可
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
法
の
施
行
後
は
、
労
働
基
準
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け

た
も
の
と
み
な
す
。

８
　
法
の
施
行
前
、
奄
美
群
島
に
お
い
て
琉
球
労
働
基
準
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
が

業
務
上
負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
災
害
補
償
に
つ
い
て
は
、
琉
球
労
働
基
準
法

の
災
害
補
償
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
八
十
三
条
及
び
第
八
十
四
条
を
除
く
。
）
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
行
政
主
席
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
官
庁
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
法
の
施
行
前
、
使
用
者
が
琉
球
労
働
基
準
法
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
行
政
主
席
の
認
定
を
受
け
た
場
合

は
、
法
の
施
行
後
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
政
官
庁
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

10
　
第
八
項
の
災
害
補
償
に
関
す
る
業
務
上
の
負
傷
、
疾
病
又
は
死
亡
の
認
定
、
療
養
の
方
法
、
補
償
金
額
の
決
定

そ
の
他
補
償
の
実
施
に
関
し
て
異
議
又
は
不
服
の
あ
る
者
に
係
る
審
査
又
は
仲
裁
及
び
こ
れ
ら
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
法
の
施
行
後
は
、
労
働
基
準
法
第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

11
　
法
の
施
行
前
、
琉
球
労
働
基
準
法
第
八
十
三
条
又
は
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
審
査
若
し
く
は
仲
裁

又
は
こ
れ
ら
の
請
求
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
基
準
法
第
八
十
五
条
第
四
項
又
は
第
八
十
六
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
審
査
若
し
く
は
仲
裁
又
は
こ
れ

ら
の
請
求
と
み
な
す
。

12
　
労
働
基
準
法
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
七
条
、
第
六
十
三

条
、
第
九
十
六
条
及
び
第
百
六
条
か
ら
第
百
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
奄
美
群
島
に
お
い
て
は
、
法
の
施
行
の
日
か

ら
百
八
十
日
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
労
働
組
合
法
の
適
用
の
暫
定
措
置
）

第
五
条
　
法
の
施
行
前
に
、
奄
美
群
島
に
お
い
て
労
働
組
合
法
（
千
九
百
五
十
三
年
立
法
第
四
十
二
号
。
以
下
「
琉

球
労
働
組
合
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
違
反
し
て
さ
れ
た
同
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
つ
て
、
労
働
組
合
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
七
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
の
施

行
後
は
、
労
働
組
合
法
第
七
条
に
違
反
す
る
行
為
と
み
な
し
て
、
同
法
を
適
用
す
る
。

２
　
琉
球
労
働
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
で
あ
つ
て
、
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
そ

の
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
（
本
邦
の
法
令
に
よ
り
労
働
組
合
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
法
の
施
行
の
際
、
労
働
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
法

人
で
あ
る
労
働
組
合
と
な
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
奄
美
群
島
に
お
い
て
登
記
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
官
署
に
備
え
ら
れ
て
い
る
琉
球
労
働
組

合
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
登
記
簿
は
、
労
働
組
合
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
登
記
簿
と
み
な
す
。

４
　
法
の
施
行
の
際
、
現
に
琉
球
労
働
組
合
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
登
記
簿
に
さ
れ
て
い
る
登
記
は
、

労
働
組
合
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
し
た
登
記
と
み
な
す
。

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
と
な
つ
た
も
の
は
、
法
の
施
行
の

日
か
ら
百
八
十
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
労
働
組
合
法
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
旨
の
労

働
委
員
会
の
証
明
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
日
の
経
過
に
よ
り
解
散
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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